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連載：IUFROと国際連携−4

─次世代森林研究者と教育者の育成─
IUFRO常任理事　Alexander Buck　

IFSA/IUFRO ジュニア・プロフェッショナル・オフィサー　Janice Burns　

はじめに
森林や樹木に関する研究には長期的な視野が必要で
す。そのため，IUFROが次世代の研究者や教育者を育
成し，支援することは極めて重要です。現在の IUFRO

戦略 2015‒2019では，この次世代育成を基幹目標（注）に
含めることで，IUFROはジェンダー，文化，地理的多
様性の促進に特に重点を置いています。

IUFROの若手研究者への支援は，国際森林学生協会
（IFSA）との強力なパートナーシップ，学術賞を通じた
森林科学の優れた成果の認識，さらに IUFRO-SPDC（能
力開発のための IUFRO 特別プログラム）を介して提供
された支援が特に際立っています。

IUFRO及び IFSA

IUFROと IFSAは，協働連携してきた長年の伝統があ
り，今日もますます発展を遂げています。写真‒1は，
IUFRO会長（Michael Wingfield教授）と前 IFSA会長及

び今期 IFSA会長です。IFSAは，世界各地の森林の学
生を幅広い活動において結びつける非政治的，非宗教
的，非営利団体です。IFSAと IUFROは 2002年に覚書
（MOU）を締結していますが，森林教育の発展に重点を
おく取り組みは，MOU締結の前に既に確立されており，
MOU締結以降も，両組織の関係は強化され続けていま
す。2013年には，両組織のニーズに対応し，更なる協
働と共同活動の構築を促進するために，フルタイムの
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写真 -1　IUFRO 会長（Michael Wingfield 教授，中央）と前
IFSA会長（May Anne Then氏，左）及び 2016‒2017期 IFSA会
長（Jesse Mahoney氏，右）（写真提供：BFW（オーストリア森
林研究センター）/IFSA）
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「ジョイント・ポジション」が設立されました。2014年
には両組織の間のMOUが更新され，さらに 2015年に
「森林教育に関する IUFRO-IFSA共同タスクフォース
（Joint IUFRO-IFSA Task Force on Forest Education）」が設
立されました。
このパートナーシップは，森林教育の分野を発展さ
せ，IFSAと IUFROのメンバーに同様の機会を創出して
います。IUFROは，IFSAの学生に年に 1度のインター
ンシップの機会を提供し，IUFRO大会に招待し，国際
会議のサイドイベントを IFSAと共同開催しています。
これらの機会を通じ，両組織のメンバーはアイデアや経
験を交換しながら繋がることができます。写真‒2から
写真‒4は IFSAの学生が IUFRO関連シンポジウムや
ワークショプで活躍する光景です。

「森林教育に関する IUFRO-IFSA共同タスクフォース」
は，教育環境のさまざまな視点を一つにまとめたユニー
クなプロジェクトです。 非政府組織，研究者，及び学
生は，森林教育の未来を形成するためのタスクフォース
のパイロット・アクションで連携して作業を行っていま
す。タスクフォースは，ステークホルダーの視点と知識
を結び付けること，国際的議論と能力向上を促進するこ
と，（特に，新しい分野の森林教育に重点を置き）森林教
育におけるギャップと課題を特定すること，さらに林業
学生のモビリティと機会を強化することを目的とします。

昨年，「森林教育に関する IUFRO-IFSA共同タスク
フォース」は，国際森林情報サービス（GFIS，http://

www.gfis.net/education），p.11の中に新しいオンライン森
林プログラムデータベースを立ち上げ，林学カリキュラ
ムでは少ないトピックに関するいくつかの学生研修を開
催し，グローバルな研究プロジェクト「森林教育に関す
る世界的な展望（Global Outlook on Forest Education）」
に関する活動を開始しました。日本の森林総合研究所と
東京大学の研究者は，この世界的な研究プロジェクトに
積極的に貢献しています。その活動は，専門的能力

IUFRO本部 IFSAインターンシップ募集案内

写真 -2　オーストリア共和国及びドイツ連邦共和国主催第 44
回国際森林学生シンポジウム（2016年 8月）における IFSA学
生（写真：BFW/IFSA）

写真 -4　森林ガバナンスに関する JTFワークショップ（コロ
ンビア）への参加者（写真：Dr. Sandra Rodríguez-Pineros）

写真 -3　オーストリア共和国及びドイツ連邦共和国主催第 44
回国際森林学生シンポジウム（2016年 8月）における IFSA学
生集合写真（写真：BFW/IFSA）
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（professional competencies）と森林カリキュラムの失敗
との間の総合的なギャップ分析に基づき，将来の学習方
法やアプローチを推薦する科学レポートを作成すること
を目的としています。

2016年 10月に北京で開催された IUFRO アジア・オ
セアニア大会期間中，「森林教育に関する IUFRO-IFSA

共同タスクフォース」は，「変化する環境における森林
教育」に関するセッションに貢献するよう参加者に要請
しました。このセッションは世界から集まった大会参加
者を魅了しました。森林総合研究所の井上真理子氏は
「日本の高等学校の森林・林業教育の歴史的変遷と現状
（Forest and Forestry Education in Japanese High Schools: a 

historical review and present situation）」と題する講演を行
いました（写真‒5）。「森林教育に関する IUFRO-IFSA共
同タスクフォース」は，IUFRO アジア・オセアニア地
域大会に続き，ドイツのフライブルクで開催される
IUFRO第 125周年記念大会テクニカルセッションで，
「森林教育」及び 2つの学生主催研修を計画しています。

IUFRO賞
IUFRO世界大会では，優れた学問的業績を成し遂げ
た学生や若手研究者が表彰され，認知されています。

IUFRO優秀学生賞（ISA）：森林科学の優秀者に贈ら
れる IUFRO優秀学生賞（The IUFRO Student Award for 

Excellence in Forest Science （ISA））は，5年毎の大会期

間内に大学在学中あるいは卒業後 3年以内の修士号を持
つ学生（またはそれに準ずる者）が森林科学分野で成し
遂げた業績を表彰し，IUFROが対象とする研究分野で
のさらなる研究を奨励しています。IUFRO世界大会
IUFRO賞のメインテーマ及びサブテーマに関連する成
果に，最高 3個の賞が授与されます。

IUFRO優秀博士研究賞（ODRA）：IUFRO優秀博士研
究賞（The Outstanding Doctoral Research Award （ODRA））
は，博士号取得後 6年以内の若手研究者で優れた科学的
業績を表彰し，IUFROが対象とする研究分野でのさら
なる研究を奨励しています。IUFRO研究部会（IUFRO 

Division）につき 1つの ODRA賞が各世界大会で授与さ
れます。
ブラジル・クリチバで開催される 2019世界大会

IUFRO賞の推薦募集が開始されました。 詳細について
は，下記ウェブサイトをご覧ください。

http://www.iufro.org/news/article/2017/03/06/iufro-world-

congress-2019-nominations-for-awards/

IUFRO-SPDC

IUFRO-SPDC（能力開発のための IUFRO 特別プログ
ラム）の使命は，開発途上国や経済的に恵まれていない
国における森林研究の能力を拡大・育成することです。 

2016年に，IUFRO-SPDCは，ルワンダとエルサルバド
ルで知識共有ワークショップを開催し，また，北京にお
いて，IUFROアジア・オセアニア地域大会に先立って，
3日間の研修ワークショップを開催しました（写真‒6）。
さらに，経済的に恵まれていない国からの研究者の参加
は，IUFRO-SPDCの科学者支援プログラム（SAP）によ
る支援があります。

SAPでは，アフリカ，アジア，中南米の経済的に恵
まれていない国から参加する森林研究者に，IUFROの
研究部会，研究グループ，及び作業部会が主催する学術
会議や会合に参加するための渡航援助を行っています。 

とりわけ，研究者としての専門知識と技術をさらに向上
させる必要がある若手・中堅の森林科学者（46歳未満）
が優先されます。 候補者の選択には，地理的及びジェ
ンダーバランスが配慮されます。

IUFRO-SPDCは，2017年 6月にプエルトリコで開催
される森林ランドスケープ回復（Forest Landscape 

Restoration，FLR）に関する国際知識共有ワークショッ
プ，そして 9月にフライブルクで開催される IUFRO 125 

周年記念大会（IUFRO-2017）での大会前の研修の調整

写真 -5　井上真理子氏，IUFROアジア・オセアニア地域大会
セッション「変化する環境における森林教育」での講演（写
真：Dr. Mika Rekola, Coordinator of IUFRO Working Group 6.09.00- 
Forest Education†）

†  IUFRO WG 6.09.00森林教育アクションプランでは IFSAとの
連携による森林教育推進を提唱
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を進めています。

おわりに
IUFROを通じて得られた経験は，IUFRO-2017等の重

要なイベントが，特に若手研究者や学生にとって，世界
中の研究者と研究を共有し，貴重な新しい関係を得る重
要な機会を提供することを示しています。IFSAへの参
加に興味をお持ちの学生の方々におかれましては IFSA

参加募集案内（p.12）をご参照ください。日本からも多
くの研究者に IUFRO 125周年記念大会にご参加いただ
き，一緒に祝福できることを心から願っています。

注：基幹目標

　　http://www.iufro.org/discover/strategy/

（翻訳：IUFRO-J事務局　川元スミレ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

IUFRO国際研究集会「FORCOM/SFEM/2016」開催報告
三重大学大学院生物資源学研究科　松村直人　

はじめに
平成 28年 8月 30日～ 9月 2日の 4日間に渡り，三重

大学を主会場に，森林計画学会，統計数理研究所リスク
解析戦略研究センター，FORMATH研究会共同主催，
三重大学大学院生物資源学研究科，三重県，IUFRO　
Div.4.0,4.02.02，中部森林学会後援のもと，「IUFRO 

International Symposium FORCOM/SFEM/2016─ Sustainable 

Forest Management in a Rapidly Changing World: Philosophy 

and Technology for Forest Resource Management─」を開
催した。このシンポジウムは「森林資源管理の哲学と技
術」をメインテーマとし，宇都宮大学で開催された
FORCOM2004（次世代のための森林の役割─森林資源管
理の哲学と技術），三重大学で開催された FORCOM2011

に続き，今後の森林資源管理の研究展開を狙うと同時
に，森林計画学会を中心に，日本・韓国・台湾の 3カ国を
ホストに，研究者間の交流と若手研究者間のネットワー
ク構築の場を提供することを目的として平成 25年に始
まった SFEM（Sustainable Forest Ecosystem Management）
の日本開催をも意図したものである。また，本シンポジ
ウムは平成 28年度森林計画学会夏期セミナーも兼ねて

実施した。
今回のシンポジウムでは，3件の基調講演と 3分野 10

件の口頭発表と 16件のポスター発表があった。また，9

月 1日～ 2日には，2件の三重県南部への日帰り見学会
があり，それぞれ「大台町水源の森」と「伊勢神宮宮域
林（伊勢市）」を訪問した。シンポジウム参加者は計 52

名，そのうち海外（韓国，台湾，フィリピン）計 18名，
国内では一般 22名，学生・院生 12名であった（写真‒1）。

シンポジウム概要
8月 29日（月）の午後，津駅前での森林計画学会事
前打ち合わせの後アイスブレイク会場へ移動し，事務局
と主要参加者との交流を行った。
シンポジウム初日は，三重大学生物資源学部大講義室
での開催に当たって，梅川逸人三重大学大学院生物資源
学研究科長と佐野明三重県林業研究所研究管理監から歓
迎の祝辞をいただき，その後，集合写真撮影の後，森林
計画学会長田中和博京都府立大学教授による基調講演
「LiDAR技術が森林管理哲学に革命的変革をもたらす」
が行われた。午後は一般講演に移り，「間伐収穫材積の

写真 -6　アジア・オセアニア地域大会（北京，2016年 10
月）の大会前研修に向けた IUFRO‒SPDCシステマチックレビ
ユー，左端は左端は Prof. Gill Petrokofsky, Deputy Coordinator of 
IUFRO Working Party “9.01.01-Library, information networks and 
terminology”（写真：Liezl Grefalda）

Introduction of IUFRO Div.4.0 and 4.02.02 International Symposium FORCOM/SFEM/2016
Naoto MATSUMUTA, Mie University, Graduate School & Faculty of Bioresources
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予測」，「生態的立地モデル」，「台湾の混交林成長」，「韓
国のカラマツ材積表」，「UAVを利用した樹高評価」，
「屋久杉の年輪解析」，「コーヒーの認証栽培」などの報
告があった（写真‒2）。その後，学内の食堂パセオにて
歓迎会を開催した（写真‒3）。

2日目の 8月 31日は，環境・情報科学館に会場を移
し，亀岡孝治三重大学教授による基調講演「農業 ICT

の日本における現状」が行われた（写真‒4）。その後ポ
スター発表を行い，「気候変動による生産力評価」，「森
林成長予測」，「幹曲線評価」，「木材価格変動」，「森林環
境教育」，「UAVの森林モニタリングへの応用」など，

多岐にわたる森林計測，森林成長評価に関する発表が行
われた（写真‒5）。また，3D地上レーザースキャナーを
利用した森林計測のデモも行われた（写真‒6）。
午後は実行委員会を代表して，松村による基調講演

「森林の強靱化は地域に繁栄をもたらすか？」が行われ
た後，一般講演に移り，「木材価格の ARIMAモデル」，
「林業とエコツーリズム」，「台湾の竹ペレット」などの
発表があった。

写真 -1　集合写真

写真 -2　口頭発表（広嶋氏・東大演）

写真 -3　歓迎会の一コマ

写真 -4　亀岡教授の基調講演

写真 -5　ポスターセッションの様子
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その後，IUFROの 5つの研究戦略の紹介と今後のア
ジアにおける研究交流の可能性，Agendaの取りまとめ
などのセッションを設け，成功裏にシンポジウムを終了
した。
お別れパーティは医学部病院の 12階にあるレストラ
ンに移動し，伊勢湾を見渡すすばらしい景色を堪能しな
がら，名残を惜しみつつ開催された（写真‒7）。

現地見学会について
9月 1日プログラム　大台町水源林見学
大台町は清流宮川の源流部に位置し，3万 haの森林

と 41%の人工林率を誇りながら，過疎に悩む典型的な
山村である。しかしながら，独自の森林ゾーニングに先
進的に取り組み，現在は地域性苗木による広葉樹造林，
清流宮川を活かした水ビジネス（森の番人のブランド），
炭素クレジットの導入など，進取の気風もあふれる土地
柄である。
森林立地評価にも取り組み，いち早く，作業班フォレ
ストファイターズの編制，プレカット工場の導入，カー

ボン・オフセットの活用にも先駆けて取り組んでいる。
今回は水源の森の見学と伊勢志摩サミットの公式飲料
水にも選定された「森の番人」工場の見学を中心に，町
内の見学を行った（写真‒8～ 10）。

写真 -6　3D地上スキャナーのデモ（森林再生システム）

写真 -7　お別れパーティの様子

写真 -8　大台町見学会・水源の森

写真 -9　森の番人・生産工場

写真 -10　森の番人・伊勢志摩サミット記念バージョン
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9月 2日プログラム　伊勢神宮宮域林見学
2日目は，伊勢市山林の大部分を占める伊勢神宮の宮
域林見学であった（写真‒11）。この宮域林は，約 2000

年前から「大御神の山」としてあがめられている。神宮
司庁営林部のご案内で，20年ごとの「式年遷宮」に備
え，御造営用材を生産する施業地の見学を行った。将来
的に残す木を二重ペンキ，一重ペンキでマークし，その
樹の肥大成長促進のため，間伐は周辺の隣接木の強度伐
採（受光伐）を基本としている。200年での収穫を目指
し，ha当たり 100本程度の収穫，平均胸高直径は大樹
候補（二重ペンキ）で 100 cm，御造営用材候補（一重
ペンキ）で 60 cm以上を目標としている。
その後は各自参拝客で賑わう「おかげ横丁」にて昼食
を摂り，帰路についた。

おわりに
最後に実行委員会委員も含め，関係各位に厚くお礼申

し上げる。座長を快く引き受けていただいた龍原哲氏
（東大），高橋正義氏（森林総研），木島真志氏（琉球大），
広嶋卓也氏（東大演），共同主催していただいた統計数
理研究所リスク解析戦略研究センター吉本敦氏，後援い
ただいた三重県農林水産部，助成いただいた IUFRO-J，
見学会に対応いただいた大台町役場，神宮司庁営林部関
係各位，三重県林業研究所，三重大学生物資源学部緑環
境計画学研究室の各位に感謝する次第である。
今回のシンポジウム報告は，森林計画学会英文誌に要
旨集ならびにその後の投稿論文集として，特集号で編
集，発行される予定である。また，SFEMシンポの来年
度開催が韓国で予定されており，アジア地域における今
後の研究交流のさらなる発展が期待される。また，今回
のシンポジウムでの発表，討論，現地見学などが，参加
各位の今後の研究の発展に貢献し，さらに実り多い成果
となることを祈念している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

INFORMATION

◇ 1　 第 25回 IUFRO世界大会 2019（ブラジル，クリ
チバ）における IUFRO賞の候補者推薦募集

　本誌の「IUFROと国際連携 4-次世代森林研究者と教
育者の育成」で記載のある IUFRO優秀学生賞（ISA）
と IUFRO優秀博士研究賞（ODRA）を含め，以下の
IUFRO賞の募集が始まっています。締切りは 2018年 8

月 31日，「IUFROと国際連携」の連載ご担当の IUFRO

常任理事 Alexander Buck氏（office@iufro.org）宛てに，

IUFRO 賞委員会議長である John Innes 教授（john.

innes@ubc.ca）に CCをつけて候補者をご推薦ください。
　詳細は以下をご覧ください。
　http://www.iufro.org/discover/awards/

　- SCIENTIFIC ACHIEVEMENT AWARD (SAA)

　- �OUTSTANDING DOCTORAL RESEARCH AWARD 

(ODRA)

　- �IUFRO STUDENT AWARD FOR EXCELLENCE IN 

FOREST SCIENCE (ISA)

　- �Best Poster Award (BPA)

　- IUFRO World Congress Host Scientific Award

写真 -11　伊勢神宮宮域林見学会（伊勢市）
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◇ 2　IUFRO刊行物（2016年 4月以降出版）
　IUFRO 文献は http://www.iufro.org/publications/archive/

をご参照ください。
2.1　IUFRO News

　IUFRO内外の森林関係国際会議情報を含めた IUFRO 

Newsは，年 10回 IUFRO本部から主要情報を提供され，
IUFROメンバーと公職者，その他の関係者に広く配布
されています。IUFRO News投稿をお考えの際には，
IUFROのウェブサイトコンテンツに貢献するか，
IUFRO Spotlightを経由する必要があります。最新の
IUFRO Newsは 46巻 No.1です。以下から PDF版をダ
ウンロードできます。
　http://www.iufro.org/publications/news/electronic-news/

2.2　IUFRO Spotlight

　IUFRO Spotlightは IUFROイニシアチブです。IUFRO

の公職やメンバーから，時機を逸せずに，意思決定者，
政策立案者や研究者による世界的ネットワークへ森林研
究の重要な発見を紹介することを目的としています。
IUFROはそれらの発見の政策関連ハイライトを，全文
アクセスへの情報とともにメール配信しています。
http://www.iufro.org/publications/iufro-spotlights/

　- �2017-02-22: IUFRO Spotlight #44 - Evidence linking 

community forest rights and improved forest condition 

inconclusive

　- �2016-12-19: IUFRO Spotlight #43: Helping forests and 

people adapt to changing times and climes

　- �2016-11-17: IUFRO Spotlight #42: Forest Education 

Changing to Reflect Times

　- �2016-11-08: IUFRO Spotlight #41 - Sustainable Planted 

Forests to Meet Growing Global Needs

　- �2016-10-06: IUFRO Spotlight #40 - Biological Invasions: 

An Undesired Effect of Globalization

　- �2016-07-19: IUFRO Spotlight #39 - Governments 

Reclaiming Role in Forest Certification

　- �2016-07-05: IUFRO Spotlight #38 - Climate Change and 

Invasive Alien Species Worsen Outlook for Forest Health

2.3　IUFRO World Series

　2016-12-03: World Series Vol. 35 - Illegal Logging and 

Related Timber Trade – Dimensions, Drivers, Impacts and 

Responses. A Global Scientific Rapid Response Assessment 

Report（違法伐採及び関連木材取引─次元，原動力，イ
ンパクト，及び応答に関する新しい科学的アセスメント
報告書）については本誌 119号の IUFROと国際連携 3

で背景を含めて詳細に紹介されています。第 35巻の
PDF版は以下からダウンロードしてください。

　IUFRO Website: http://www.iufro.org/publications/series/

worldseries/article/2016/12/03/world-series-vol-35-illegal-

loggingand-related-timber-trade-dimensions-drivers-impacts-

and/

　IUFRO World Seriesの冊子体は，全巻森林総合研究所
図書館から貸出可能です。

◇ 3　第 26回 IUFRO世界大会の主催地の公募
　IUFRO本部から国際評議会員と IUFRO加盟機関にリ
マインド（ Call for Bids - Reminder）が届いています。
　第 26回 IUFRO世界大会（2024）主催地公募に対する
応募書類提出締切は 5月 31日です。
　入札のルールは以下の通りです。
　http://www.iufro.org/download/file/24927/81/iwc24-

congress-bidding-rules_pdf/

◇ 4　IUFRO 第 125 周年記念大会 2017

　IUFRO 125th Anniversary Congress 2017

☆  IUFRO第 3，4，6，7，9部会全体会議が IUFRO第
125周年記念大会 2017の中で開催されます。
　Freiburg, Germany; 19-22 September 2017

　コンタクト：http://iufro2017.com/contacts/
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　Congress Organization Chair

　Prof. Konstantin von Teuffel

　iufro2017@forst.bwl.de

　Homepage: http://iufro2017.com/

　Twitter: https://twitter.com/iufro_2017, #IUFRO2017

　Facebook: https://www.facebook.com/iufro2017/

　参加登録開始予定：2017 年 3 月

◇ 5　IUFRO主要イベント
　IUFRO 主要イベントについては，「IUFRO MEETINGS」
及び IUFRO-J 英語ウェブサイトをご参照ください。
　http://www.iufro.org/discover/noticeboard/iufro-meetings/

　http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/iufroj/index_Eng.htm

5.1　IUFRO第 5部会全体会議
　IUFRO All-DIVISION 5 Conference

　- Forest Sector Innovations for a Greener Future

　Vancouver, BC Canada; June 12-16, 2017

　http://www.iufrodiv5-2017.ca/

　60th International Convention of the Society of Wood 

Science and Technology (SWST)共同開催
　事務局：
　2424 Main Mall

　Vancouver, BC Canada V6T 1Z4

　Email iufro.2017@ubc.ca

　早期参加登録締切り：3月 31日
　http://www.iufrodiv5-2017.ca/register/

5.2　第 25回 IUFRO世界大会（ブラジル，クリチバ）
　Curitiba, Brazil; 29 September - 5 October 2019

（IUFRO-J事務局）

IUFRO第 125周年記念大会

◇ 6　IUFRO関連国際研究集会
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事務局からのお知らせ
1．IUFRO-J　平成 29 年度機関代表会議のご案内
第 128回日本森林学会大会が鹿児島大学（鹿児島市郡
元 1‒21‒24）で 3月 26日（日）～ 29日（水）の日程で
開催されます。それにあわせて標記会議を開催いたしま
すので，機関代表者の方のご参加をお願いいたします。
日時：2017年 3月 29日（水）　午前 8：00～ 9：00

場所：鹿児島大学農学部 101号教室（西側）
議題： 会務報告，会計決算報告，監査報告，事業計画

案，予算など
代表会議で取り上げるべき議題がございましたら，事
務局主事川元（iufro-j@ffpri.affrc.go.jp）宛にご連絡願い
ます。

2．IUFRO-J研究集会事務局・参加助成
2018年 3月までに開催される研究集会に対し，2016

年 12月末までに，事務局助成 2件の応募がありました。
選考委員および事務局による審査の結果，以下の助成を
実施いたします。
○事務局助成（2件各 20万円）
‒  IUFRO 7.01.00 共催研究集会「28th IUFRO conference 

for Specialists in Air Pollution and Climate Change Impacts 

on Forest Ecosystems: “Actions for Sustainable Forest 

Ecosystems under Air Pollution and Climate Change” 
（IUFRO Tokyo 2017）事務局

2017年 10月 22日～ 26日
東京農工大学農学部，山梨富士山研究所，現地検討会
で「明治神宮の森」を見学（予定）
‒  第 3部門の RG3. 03. 00（森林労働科学）と RG3. 06. 

00 （山岳地の森林作業研究）のアジア地域合同ミーテ
イング
2017年 7月 24日～ 7月 28日
愛媛大学情報メディアセンターならびに高知県

2019年 3月までに開催される IUFRO国際研究集会に
ついても，助成申請を随時受付いたします。希望者は 

2017年 12月末までに，規定の書式に従い助成申請書を
提出してください。申請書の様式は下記のウェブサイト
からダウンロードできます。

http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/iufroj/jyosei.htm

3．GFIS（国際森林情報サービス）
IUFRO以外の森林林業木材関係の国際研究集会や国

際機関等から発信されるニュースなどの情報は，GFIS

（Global Forest Information Service）ウェブサイトをご覧
ください。http://www.gfis.net/

IUFRO-J NEWS No.117号は，「IUFROと国際連携 1」
で IUFROと GFISとの関連を紹介しています。GFISは
森林に関する協調パートナーシップ（Collaborative 

Partnership on Forests: CPF）のイニシアティブとして正
式に認識され，350機関以上が情報提供機関として登録
しています。すべての IUFRO関連イベント以外にも包
括的な森林研究情報を入手することができ，本誌の国際
連携 4で紹介されている IFSA情報も閲覧することがで
きます。基本は英語で情報提供されますが，ニュースに
ついては IUFROと協力関係にある国際熱帯木材機関
（ITTO）や森林総合研究所の最新ニュースを日本語で閲
覧することができます。IUFRO-J会員主催の森林関係国
際研究集会情報は，IUFRO-J事務局を介して GFISに提
供可能です。採択は GFISの判断によります。森林関係
国際研究集会情報を GFISに掲載をご希望の方は
IUFRO-J事務局 iufro-j@ffpri.affrc.go.jpにご連絡くださ
い。

IUFROアジア語パンフレット表紙

4．IUFROアジア言語パンフレット
IUFROアジア・オセアニア地域大会（2016年 10月）
では，英語とともに中国語，日本語，韓国語による
IUFROパンフレット 12ページの配布が行われました。
日本語訳は IUFRO-J事務局が担当しました。PDFを下
記からダウンロードすることができます。

http://www.iufro.org/download/file/26010/3684/IUFRO-

AO-2016-brochure_pdf
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冊子体を貸出希望の方は森林総合研究所図書室へ，
IUFROから IUFRO-J事務局にいただいている余部をご
希望の IUFRO-J加盟機関は IUFRO-J事務局 iufro-j@

ffpri.affrc.go.jpにご連絡ください。

5．IFSA参加募集案内
連載記事，「IUFROと国際連携 -4」をいただきました，

IFSA/IUFRO ジュニア・プロフェッショナル・オフィ
サー Janice Burns氏より，IFSA参加募集案内が届いて
います。加盟詳細につきましては以下英語 IFSAウェブ
サイトをご覧ください。

http://www.ifsa.net/membership/application-form/

6．IUFRO-J事務局英語ウェブサイト
IUFRO大会，IUFRO研究部会全体会議（All-Division 

Conference），及び国内で開催される IUFRO研究集会は，
IUFRO-J事務局英語ウェブサイトに掲載していますので
あわせてご覧ください。

http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/iufroj/index_Eng.htm

また，IUFRO非加盟機関（IUFRO-Jでは B，C会員）
の研究者個人も Associated member（準会員）として
IUFROに加入することができます。IUFRO本部の許可
を得て，IUFRO本部「Join IUFRO」に IUFRO-J英語ウェ
ブサイトからリンクしています。IUFROに加入をご希
望の B機関に所属する個人，C会員の研究者の方は，
直接 IUFROにコンタクトすることができますし，ある
いは IUFRO-J事務局までご連絡いただけば，事務局よ
り IUFRO本部に加入の意向を確実に伝えることができ
ますのでご一報ください。

http://www.iufro.org/membership/benefits/

7．IUFRO名称と目的
IUFRO（International  Union of Forest  Research 

Organization，略してユフロ）は，森林関連の研究にお
けるグローバルな協力を推進すると同時に，ステークホ
ルダーや意思決定者へ科学的知見を発信しています。
IUFROは，1892年に設立され，オーストリア共和国の
ウィーンに本部を置く世界的，非営利，非政府，かつ非
差別的組織です。2017年に開催される IUFRO第 125周
年記念大会は，IUFROの設立を記念する重要な世界大
会です。IUFROは，森林および林産研究や関連分野に
貢献するすべての個人や組織に開かれています。会員規
約及び特典については，下記をご参照ください。

www.iufro.org/membership/

8．IUFRO-J 名称と目的
IUFRO-Jは国際森林研究機関連合日本委員会の略称で
す。IUFRO本部の趣旨に沿って，森林・林業・林産業
に関連する研究機関の相互連携を図り，IUFRO に関連
する諸活動に貢献することを目的としています。本会の
趣旨に賛同する機関・団体または個人は IUFRO-Jの会
員になることができます。

https://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/iufroj/kaisoku.htm

IUFRO-J News No. 120 平成 29年 3月 25日
国際森林研究機関連合日本委員会事務局
〒 305-8687　茨城県つくば市松の里 1
国立研究開発法人　森林総合研究所
TEL 029-829-8327　（国際研究推進室）
http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/iufroj/
iufro_j@ffpri.affrc.go.jp 〔編集・発行〕

IFSA参加募集案内
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